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社 協
だより

渡部 進美 さん

長生きすんべと思ったわけではない

が、食べ物にはこだわっていた。大

食いしない。大酒は飲まない。運動

は特別したわけではないが、マメに

体を動かすようにしていました。

鈴木キミさん

にこやかに暮らすことです。

あまり辛いことは考えてもよくない

ので考えないようにしています。

塩川デイサービスセンターをご利用の渡部進美さんと鈴木キミさんのお二人が100歳
を迎えられ、デイサービスでお祝いをしました。
お二人は大正10年３月10日生まれ、お誕生日が一緒です！
同じ日に生を受け、それぞれの人生を歩んで来られたお二人を、本会でお祝いできたこ
と、たいへん嬉しく思います。
お二人に長生きの秘訣をお伺いしました。見習いたいですね！
進美さん、キミさん、これからもお元気にデイサービスに来てくださいね！



令和３年度 社会福祉法人喜多方市社会福祉協議会予算

会費収入
寄付金収入
市補助金収入
県社協補助金収入
共同募金・歳末たすけあい配分金収入
受託金収入
利用料収入
負担金収入
介護保険事業収入
障害福祉サービス等事業収入
受取利息配当金収入
その他の収入
前期末支払資金残高
　　　　 合　　　　　計

収　　　　入
2,800
13,885
78,184
1,294
8,074

411,205
13,360
955

344,753
6,694
52

33,805
19,000
934,061

法人運営事業
地域福祉推進事業
介護保険事業
障がい者総合支援事業
地域包括支援センター事業
災害ボランティアセンター事業
　　　　 合　　　　　計

支　　　　出
102,490
425,862
324,109

44
81,501

55
934,061

<社会福祉事業会計　収支内訳>

＜単位：千円＞

　令和2年度はセンター開館40周年を迎える節目
の年でした。
　センターでは昭和55年の開設以来、高齢者の
就業機会増大並びに生きがいを高めるための活動
を実施してきました。
　現在131名の会員の方々が、多年の技術と経
験を生かしながら7つのグループが生産活動を
行っています。

高齢者生産活動センター
　　　 開館４０周年を迎えました！

　3月24日（水）、市福祉センターにおいて「功労
表彰」および「永年会員表彰」の表彰式が行わ
れ、喜多方市長遠藤忠一様のご祝辞の後、本協
議会齋藤会長から、長年センター活動にご尽力
いただいた13名の受賞者の方々に表彰状が手
渡されました。

開
館
40
周
年

功
労
者
表
彰

<
グ
ル
ー
プ
活
動
貢
献>

川
合
　
正
夫（
陶
芸
G
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野
村
　
通
子（
手
芸
G
）

深
田
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菌
茸
G
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折
笠
　
睦
夫（
菌
茸
G
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山
田
　
良
雄（
わ
ら
工
芸
G
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池
亀
千
賀
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押
し
花
絵
G
）

鈴
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織
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G
） 

大
竹
千
鶴
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織
物
G
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伊
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喜
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園
芸
G
）

　
以
上
９
名<

敬
称
略>

永
年
活
動
会
員
表
彰

<

永
年
活
動
20
年>

佐
原
　
キ
ミ（
手
芸
G
） 

矢
部
　
公
子（
手
芸
G
）

戸
田
　
敬
子（
押
し
花
絵
G
） 

三
橋
フ
ミ
子（
わ
ら
工
芸
G
）

　
以
上
４
名<

敬
称
略>

主
な
新
規
事
業

　
市
民
の
皆
様
が
抱
え
る
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
公
私
協
働
に
よ
る
地
域
共
生
社
会
の
実

現
と
地
域
の
福
祉
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
地
域
福
祉
事
業
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。

　
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
が
続
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
事
業
の
中
止
や

延
期
、
時
期
の
見
直
し
等
の
際
に
は
、
そ
の
都
度
、
市
民
の
皆
様
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

令
和
3
年
度 

喜
多
方
市

社
会
福
祉
協
議
会
事
業
計
画

重
点
事
業

１ 

相
談
支
援
事
業
の
充
実
と
連
携
強
化

２ 

介
護
事
業
の
安
定
的
運
営

３ 

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
の
推
進
と
地
域
福
祉
事
業
の
展
開
強
化

〇
地
域
の
福
祉
課
題
に
つ
い
て
の
情
報
共
有
、
社
会
資
源
の
創
出
に
つ
な
げ
る
た
め
、
市
内

で
高
齢
者
福
祉
事
業
に
携
わ
る
社
会
福
祉
法
人
の
情
報
交
換
会
を
定
期
的
に
開
催
し
ま
す
。

〇
引
き
こ
も
り
や
病
気
、
障
が
い
な
ど
か
ら
就
労
で
き
な
い
方
に
対
し
、
本
会
の
事
業
や
指

定
管
理
業
務
な
ど
の
就
労
体
験
の
場
を
提
供
し
、
就
労
意
欲
の
向
上
と
社
会
参
加
を
促
進

し
ま
す
。

〇
成
年
後
見
制
度
の
調
査
研
究
を
行
い
ま
す
。

〇
災
害
に
対
す
る
危
機
意
識
や
災
害
時
の
自
助
・
共
助
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を
提
供
す
る

た
め
防
災
・
減
災
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

〇
誰
で
も
気
軽
に
楽
し
め
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
体
験
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
世
代
間
交
流

や
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
理
解
促
進
を
図
り
ま
す
。
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永
年
活
動
会
員
表
彰

<

永
年
活
動
20
年>

佐
原
　
キ
ミ（
手
芸
G
） 

矢
部
　
公
子（
手
芸
G
）

戸
田
　
敬
子（
押
し
花
絵
G
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橋
フ
ミ
子（
わ
ら
工
芸
G
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以
上
４
名<

敬
称
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主
な
事
業

⑴
介
護
職
員
初
任
者
研
修
事
業
（
夜
コ

ー
ス
）

⑵
第
17
回
社
会
福
祉
大
会
の
開
催

⑶
ふ
れ
あ
い
社
会
福
祉
講
座
の
開
催

⑷
高
齢
者
生
産
活
動
セ
ン
タ
ー
各
グ
ル

ー
プ
の
活
動
支
援

⑸
児
童
館
の
活
動
支
援

⑹
家
族
介
護
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業

⑺
指
定
管
理
６
施
設
の
運
営
管
理

⑻
居
宅
介
護
支
援
事
業
／
訪
問
介
護
事

業
／
通
所
介
護
事
業

⑼
い
き
い
き
在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

⑽
第
２
層
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
業
務

⑾
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
に
向

け
た
協
議
体
の
設
置
と
運
営

⑿
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営

	

・
児
童
・
生
徒
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
普
及
事
業

	

・
ち
い
さ
な
手
の
発
行

	

・
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業

	

・
サ
マ
ー
シ
ョ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
ク
ー
ル
事
業

	

・
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業

	

・
子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成

	

・
福
祉
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
事
業

	

・
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

運
営

⒀
福
祉
団
体
の
育
成
支
援

⒁
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
事
業

⒂
ミ
ニ
サ
ロ
ン
等
交
付
金
事
業

⒃
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

⒄
小
口
生
活
援
助
資
金
貸
付
事
業

⒅
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

⒆
新
型
コ
ロ
ナ
特
例
貸
付
金
貸
付
事
業

⒇
お
も
ち
ゃ
図
書
館
事
業

㉑
陶
芸
教
室
の
開
講
（
塩
川
）

㉒
支
部
社
協
事
業
の
活
動
支
援

㉓
生
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
運
営

	
・
生
活
困
窮
者
に
対
す
る
相
談
支
援

事
業
及
び
就
労
支
援

	

・
フ
ー
ド
バ
ン
ク
事
業
（
支
援
を
要

す
る
方
へ
の
食
料
の
提
供
）

㉔
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営

	

・
総
合
相
談
支
援
、
権
利
擁
護
事
業

	

・
包
括
的
・
継
続
的
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
支
援
事
業

	

・
地
域
包
括
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築

	

・
地
域
ケ
ア
会
議

	

・
介
護
予
防
支
援
事
業

㉕
日
赤
福
島
県
支
部
喜
多
方
市
地
区
業
務

㉖
喜
多
方
市
共
同
募
金
委
員
会
業
務
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〔平成 30年 8月7日設立〕
防災を通して除雪支援やデマンド交通について話し合いを
行っています。今後は高齢者等の見守りについて地域で
できる事は何かの話し合いを進めて行く予定です。

生活支援支え合い会議は地域のだれもが住み慣れた地域で生きがいを持ち、安心して暮ら
し続けられるため「必要な地域の支え合いについて話し合いを行う場」です。
それぞれの活動同士のつながり、情報共有から生まれる連携や協働から、その地域ならで
はの仕組みづくりを考えることを目的としています。

地域づくりに興味のある方はご協力をお願いします。

生活支援支え合い会議

の活動状況

〔平成 30年 8月29日設立〕
熱塩加納独自の歌詞や介護予防体操を作成し、CD・DVDの完
成により介護予防体操の普及を図っています。今後は地域の今
の状況を把握するため各種団体等と話し合いを行う予定です。

〔令和元年 12月16日設立〕
地域の福祉課題を見つけるため「山都に住み続ける
ために楽しく生活していくには」と題して研修会を行い
ながら、今後の活動について話し合いを行っています。

〔令和 2年 2月22日設立〕
集いの場や除雪等に関する事や移動手段など課題ご
とに意見をまとめ、勉強会を行いながら話し合いを進
めています。

〔令和 2年 8月7日設立〕
地域に住んでいて思うこと、感じることを話し合い、地
域の課題を考え、デマンド交通や集いの場についての
勉強会を行っています。

〔令和 2年 12月23日設立〕
おもいやりにあふれる地域をつくるため、地域の今を
知るための住民アンケートを行うこととしており、現在、
設問を話し合っています。

熊倉地区（キラキラ里の会） 熱塩加納地区（おたがいさま広場）

駒形地区（げんきネットこまがた）山都地区（山都いいであい 支え合い）

高郷地区（さすけねえ高郷） 上三宮地区（おもいやり上三宮）

－ぼらせん通信－ VOL.8

　会津医療生活協同組合福祉部会学習会で「地域づくり」
をテーマに、講話及び擬似体験を実施しました。
　高齢者擬似体験、車いす体験、チャイルドビジョンを通し
て、「福祉」や「地域づくり」を考えるきっかけとなり、″相手の
立場になる″ことで理解を深めました。
　社会福祉協議会では、「福祉に関する各種出前講座」を
実施していますので、お気軽にご相談下さい。

福祉と介護の出張講座

　ボランティア活動保険は、ボランティア活動中のさまざまな事故による「ケガ」や「損害賠
償責任」を補償する保険です。
　4月1日から来年３月３１日までの1年間の保険となりますので、安心して活動するために
加入・更新の手続きをお忘れなくお願いいたします。
　加入手続きは、喜多方市社会福祉協議会 本所・各支所で行っています。
　保険料や補償内容などの詳細は、全国社会福祉協議会ホームページ「ふくしの保険」で
も確認することができます。

ボランティア活動保険新規加入・更新のご案内

　「子育て支援ボランティア養成講座」「福祉レクリエーションボランティアフォローアップ研
修」の開催を今年度予定しています。日程等詳細が決まりましたら、ホームページ等でお知
らせいたしますので、ご参加くださいますようお願いします。

各種ボランティア養成講座、

　　　　フォローアップ研修の実施について

喜多方市社会福祉協議会ボランティアセンター 電話：0241-23-3231
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実施していますので、お気軽にご相談下さい。
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加入・更新の手続きをお忘れなくお願いいたします。
　加入手続きは、喜多方市社会福祉協議会 本所・各支所で行っています。
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　「子育て支援ボランティア養成講座」「福祉レクリエーションボランティアフォローアップ研
修」の開催を今年度予定しています。日程等詳細が決まりましたら、ホームページ等でお知
らせいたしますので、ご参加くださいますようお願いします。

各種ボランティア養成講座、

　　　　フォローアップ研修の実施について

喜多方市社会福祉協議会ボランティアセンター 電話：0241-23-3231

5 きたかた社協だより



＜

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ＞

・
本
田
金
属
技
術
㈱
喜
多
方
工
場

・
喜
多
方
市
立
第
一
小
学
校

・
福
島
県
立
喜
多
方
高
等
学
校

・
福
島
県
立
会
津
学
鳳
高
等
学
校

・
㈱
ダ
イ
ナ
ム
福
島
塩
川
店

・
コ
ウ
キ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

・
み
つ
は
し
医
院

・
瓜
生
吉
隆

　・山
口
フ
ァ
ミ
リ
ー

・
高
畑
節
子

　・青
木
時
子

・
安
部
津
子

　・小
澤
新
一

＜

プ
ル
タ
ブ＞

・
㈱
ダ
イ
ナ
ム
福
島
塩
川
店

・
瓜
生
吉
隆

　・湯
田

　翠

・
高
畑
節
子

　・五
十
嵐
徳
夫

・
鈴
木
勝
俊

　・山
口
フ
ァ
ミ
リ
ー

資
源
回
収
に
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

資
源
回
収
に
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様

※

順
不
同
・
敬
称
略

企
業
・
団
体
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　人

個

　
　人

企
業
・
団
体

お願い プルタブは、袋やダンボールにいれてお持ちください。

　地域包括支援センターとは、介護、医療、保健、福祉などの側面から高齢者を支
える「高齢者の総合相談窓口」です。
　喜多方市内にお住まいの高齢者自身からの相談はもちろん、ご家族や友人、近所
の方からの相談も受け付けています。お気軽にご連絡ください。

こんな不安や
困りごとは
ありませんか？

お近くの地域包括支援センターへ、お気軽にご相談ください。

●熱塩加納サブセンター 0241（36）2336
　熱塩加納保健福祉センター「夢の森」内

●塩川サブセンター　　 0241（27）4047
　塩川保健福祉センター｢いきいきセンター｣内

●本所　0241（21）8856  喜多方市総合福祉センター内
●山都サブセンター 0241（38）3139
　山都高齢者生活福祉センター｢しゃくなげホーム｣内

●高郷サブセンター 0241（44）7111
　高郷高齢者生活福祉センター｢かたくり荘｣内

喜多方市地域包括支援センター

通常の営業日：月曜日から金曜日（祝祭日、年末年始を除く）　8時30分～17時15分

※事前にご予約をいただき、相談対応いたします。

延長相談：事前予約制（祝祭日、年末年始を除く）　17時15分～19時30分

喜多方市地域包括支援センター
からのお知らせ

認知症になった時の生活や、財産管理が心配

ひとり暮らしの
親が心配だ

オレオレ詐欺かも…

足腰が弱って
きたから、
体操して元気に
過ごしたい

近所の高齢者が
虐待や暴力を
受けているかも…

介護保険サービス

を利用したいが、

手続きがわからない
介護で悩んでいる

自分の体調も

つらい…

もの忘れが気になる
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※きたかた社協だよりの作成経費は、福祉活動支援金・賛助会員会費及び共同募金配分金等を
　活用させていただいております。

・仕事が見つからない
・仕事が長続きしない
・働きたいが何から始めれば
よいかわからない
・社会に出るのが不安

・毎月の家計がうまくまわら
ない
・家賃や公共料金が払えない
・税金を滞納している
・借金の返済が大変
・子どもの学費がない

・生活に不安がある
・家族が引きこもっている
・病気で働けなくなった
・病院へ行けない、治療費が
払えない
・お金も食べ物もない

☎0241－23－7373までご連絡ください。
喜多方市生活サポートセンター（社会福祉法人 喜多方市社会福祉協議会内）

こんなことで困っていませんか？

仕事のこと お金のこと くらしのこと

ご相談・
お問合わせは

お問合わせ先

お困りの状況や生活を一緒に考え、整理していく相談窓口です。
状況に応じハローワークや他関係機関へも同行支援します。 です。

相談無料
秘密厳守

一時的な資金の緊急貸付に関するご案内
　新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえ、貸付対象世帯を低所得世帯以外に拡大し、休業や失
業等により生活資金でお悩みの方々に向けた、償還免除の特例を設けた緊急小口資金等の特例貸
付を実施しています。福島県社会福祉協議会が実施主体で喜多方市社会福祉協議会が窓口となりま
す。なお、申請の受付期間は令和3年6月末迄となっています。
　ご準備いただく書類等がございますので、事前に下記までご連絡ください。
　なお、ホームページでも内容をご覧いただけます。

主に休業された方向け
緊急かつ一時的に生活の維持が困難となった
場合に、少額の費用の貸付を行います。
◇新型コロナウイルスの影響を受け、休業等に
　より収入の減収があり、緊急かつ一時的な
　生計維持のための貸付を必要とする世帯

主に失業された方等向け
生活再建までの間に必要な生活費用の貸付を
行います。生活サポートセンターによる継続的
な支援を受けることが要件となります。
◇新型コロナウイルスの影響を受け、収入の減
　収や失業等により生活に困窮し、日常生活の
　維持が困難となっている世帯

貸付種類 対象者 貸付上限額

緊急小口資金

総合支援資金
(生活支援費)

200,000円以内

・（二人以上）月200,000円以内
・（単身）　　月150,000円以内

　　　貸付期間：原則3ヶ月以内

据置期間　　1年以内
償還期限　　2年以内
貸付利子／無利子　保証人／不要

据置期間　　   1年以内
償還期限　　 10年以内
貸付利子／無利子　保証人／不要

生活サポートセンターからのお知らせ

●本　　　　所　☎0241-23-3231
●熱塩加納支所　☎0241-36-3112
●塩 川 支 所　☎0241-27-3948

●山 都 支 所 ☎0241-38-3100
●高 郷 支 所 ☎0241-44-7111

社会福祉法人 喜多方市社会福祉協議会

編
集
発
行

社
会

福
祉

法
人

 喜
多

方
市

社
会

福
祉

協
議

会
〒

966-0043 喜
多

方
市

字
上

江
3646番

地
1

ＴＥＬ
 0241-23-3231　

FAX
 0241-23-3296

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
　

info@
kitakata-shakyo.or.jp

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

ア
ド

レ
ス

　
http://w

w
w

.kitakata-shakyo.or.jp/

●
熱

塩
加

納
支

所
　

ＴＥＬ
 0241-36-3112　

FAX
 0241-36-2776

●
塩

川
支

所
　

ＴＥＬ
 0241-27-3948　

FAX
 0241-27-3948

●
山

都
支

所
　

ＴＥＬ
 0241-38-3100　

FAX
 0241-38-3137

●
高

郷
支

所
　

ＴＥＬ
 0241-44-7111　

FAX
 0241-44-7112
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